
春
を
飾
る

―
マ
マ
ネ
ッ
ト
こ
う
ふ
―

春
を
飾
る

―
マ
マ
ネ
ッ
ト
こ
う
ふ
―

町報
2006

Ｎｏ.

　月
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平
成
十
二
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ

た
介
護
保
険
制
度
は
、
三
年
ご
と

に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十

年
度
ま
で
の
第
３
期
は
、
大
き
く

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
昨
年
十
月
か
ら
は
、
自

宅
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
施
設

で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
た
め
、
施
設
利
用
者
の

自
己
負
担
と
し
て
、
住
居
費
と
食

費
が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
点
は
、
介
護
予
防
に

重
点
が
置
か
れ
、
で
き
る
限
り
介

護
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
お
手

伝
い
を
す
る
の
が
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予

防
の
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご

家
族
か
ら
相
談
な
ど
を
受
け
ま
す
。

　
町
で
は
、
総
合
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
け
ま
し
た
の
で
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。�

（
電
話
七
五
―
六
一
一
一
）

　
平
成
十
二
年
度
に
始
ま
っ
た
介

護
保
険
制
度
で
す
が
、
は
じ
め
は
、

介
護
保
険
の
認
定
者
は
、
高
齢
者

（
六
十
五
歳
以
上
）
の
約
十
パ
ー

セ
ン
ト
（
約
百
三
十
人
）
で
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
十
八
年
三
月
に

は
、
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
約
二

百
二
十
人
）
と
、
年
々
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
増
加
の
傾
向
が
続
い
て
い
け
ば
、

多
く
の
経
費
と
、
介
護
保
険
料
の

高
騰
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
介
護
保
険
制
度

は
多
く
が
、
市
町
村
単
位
で
運
営

さ
れ
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
量

が
増
加
す
る
と
、
財
政
の
圧
迫
を

同
時
に
ま
ね
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　
従
っ
て
、
第
三
期
の
平
成
十
八

年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
の
、

三
年
間
の
新
た
な
計
画
で
は
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
増
加
を
見
込
み
、

今
ま
で
の
月
額
（
基
準
額
）
三
千

九
百
八
十
三
円
を
、
十
八
年
度
か

ら
三
年
間
、
四
千
三
百
五
十
円
と

し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
増
加
の
理
由
と
し
て
、

武
庫
地
区
内
に
建
設
し
た
、
介
護

老
人
保
健
施
設
あ
や
め
に
、
町
内

の
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
入
所

や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
は
今
ま
で

の
五
段
階
が
、
六
段
階
に
か
わ
り

ま
し
た
。

　
特
に
、今
ま
で
第
二
段
階
の｢

世

帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
」
の
対

象
者
が
、
二
つ
に
区
分
さ
れ
、
所

得
の
低
い
方
に
対
し
て
、
軽
減
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
か
わ
り
ま
し
た

現
在
約
二
百
二
十
人
が
介
護
認
定
を
受
け
て
い
ま
す

今
ま
で
の
介
護
保
険
料
基
準
額
「
三
千
九
百
八
十
三
円
」
を

　
　
　
　
　
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
四
千
三
百
五
十
円
」
に

現
在
約
二
百
二
十
人
が
介
護
認
定
を
受
け
て
い
ま
す

”で
き
る
限
り
介
護
を
受
け
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
予
防
に
努
め
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
“

”で
き
る
限
り
介
護
を
受
け
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
予
防
に
努
め
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
“

”で
き
る
限
り
介
護
を
受
け
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
予
防
に
努
め
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
“

今
ま
で
の
介
護
保
険
料
基
準
額
「
三
千
九
百
八
十
三
円
」
を

　
　
　
　
　
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
四
千
三
百
五
十
円
」
に
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介
護
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
十
八
年
度
か
ら
要
支
援
１

・
２
の
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
の
対
象
者
で

は
な
く
て
も
、
元
気
で
長
生
き
す

る
た
め
の
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て

行
い
ま
す
。

　
年
齢
を
増
す
ご
と
に
低
下
す
る

体
力
を
、
ど
の
よ
う
に
維
持
す
る

の
か
、
認
知
症
の
進
行
を
ど
の
よ

う
に
防
ぐ
の
か
、
家
族
・
地
域
で

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
す

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
す

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
今

ま
で
非
課
税
で
あ
っ
た
方
が
、
課

税
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
方
は
、

年
金
額
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、
今

ま
で
よ
り
、
高
い
介
護
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
う
方
に
対
し

て
は
、
十
八
年
度
、
十
九
年
度
の

二
年
間
、
段
階
的
に
保
険
料
を
軽

減
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

税
制
度
の
改
革
に
よ
り

今
ま
で
と
同
じ
年
金
額
の
方
で
も

介
護
保
険
料
が
高
く
な
る
方
が
い
ま
す

税
制
度
の
改
革
に
よ
り

今
ま
で
と
同
じ
年
金
額
の
方
で
も

介
護
保
険
料
が
高
く
な
る
方
が
い
ま
す

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

り
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
高
齢
者

が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
、

で
き
る
限
り
介
護
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
生
活
で
き
る
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　
江
府
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
セ
ン
タ
ー
長
　
藤
森
保
健

師
、
笹
間
主
任
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
・
マ
ネ
イ
ジ
ャ
ー
）
の
二

名
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
に
関
わ
ら
ず
、
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
を
、
家
族
・
仲
間
で
そ

し
て
、
地
域
で
支
え
あ
う
こ
と
を

心
が
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

介護予防をはじめ、相談を受けるのが、
地域包括支援センターです

介護予防をはじめ、相談を受けるのが、
地域包括支援センターです

詳しくは、役場福祉保健課（75－6111）までお問い合せください。

65歳以上の介護保険料（平成18年度から平成20年度）
保険料（年）費用負担割合対象条件区　分 保険料（年）費用負担割合対象条件区　分

26,100円
(月2,175円)

生活保護の受給者・老齢

福祉年金受給者（世帯全

員が住民税非課税）

(52,200円)
基準額×0.5

第
一
段
階

26,100円
(月2,175円)

本人及び世帯全員が住民

税非課税で、合計所得金

額＋課税年金収入が80万

円以下の人

(52,200円)
基準額×0.5

第
二
段
階

39,200円
(月3,266円)

世帯全員が住民税非課税

で、第２段階以外の人 (52,200円)
基準額×0.75

第
三
段
階

52,200円
(月4,350円)

本人が住民税非課税だが、

世帯内に住民税課税者が

いる場合

(52,200円)
基準額×1.0

第
四
段
階

65,300円
(月5,441円)

本人が住民税課税で、合

計所得金額が200万円未

満の人

(52,200円)
基準額×1.25

第
五
段
階

78,300円
(月6,525円)

本人が住民税課税で、合

計所得金額が200万円以

上の人

(52,200円)
基準額×1.5

第
六
段
階

（　）は基準額
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今
や
五
人
に
一
人
は
、
糖
尿
病

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
軽
度
の
場
合
は
、
痛

み
も
な
く
、
生
活
に
何
の
支
障
も

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
進
行
す
る
う
ち
に
、
動
脈
硬
化

（
血
管
の
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
つ
い
て
血
管
の
弾
力
性
が
な
く

な
る
こ
と
）
に
な
り
、
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

方
の
半
数
は
、
脳
卒
中
が
原
因
で

す
。

　
通
常
、
糖
尿
病
は
血
糖
値
が
一

一
〇
以
上
の
数
値
に
あ
る
方
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
検
査
で
は
、
住
民

基
本
検
診
の
受
診
者
の
中
か
ら
よ

り
厳
し
い
次
の
要
件
を
も
と
に
、

検
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
血
糖
値
が
一
〇
〇
か
ら
一
〇
九

　
ま
で
の
方

②
血
糖
値
は
一
〇
〇
以
下
で
、
次

　
の
　
　
　
に
該
当
す
る
方

　
中
性
脂
肪
の
高
い
方

　
血
圧
治
療
中
の
方

　
肥
満
の
方

　
以
上
の
要
件
に
該
当
す
る
二
百

二
十
一
名
に
対
し
て
、
糖
尿
病
の

二
次
検
診
で
あ
る
、
七
十
五
グ
ラ

ム
糖
負
荷
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
七
十
五
グ
ラ
ム
糖
負
荷
試
験
と

は
、
前
夜
九
時
以
降
、
何
も
食
べ

ず
に
検
診
し
ま
す
。

　
最
初
に
採
血
を
行
い
、
次
に
七

十
五
グ
ラ
ム
の
ブ
ド
ウ
糖
を
溶
か

し
た
水
を
飲
み
ま
す
。

　
そ
の
後
、
三
十
分
、
一
時
間
、

二
時
間
後
に
採
血
を
行
い
、
血
糖

値
を
測
定
し
、
血
糖
値
の
変
動
に

よ
り
糖
尿
病
を
よ
り
詳
し
く
調
べ

る
試
験
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
な
ん
と
四
十
六
パ

ー
セ
ン
ト
の
方
に
、
異
常
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　
基
本
検
診
で
は
、
八
十
四
パ
ー

セ
ン
ト
の
方
が
正
常
と
の
結
果
で

し
た
。

　
で
も
、
要
件
を
厳
し
く
す
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
重

な
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
ま
た
は
、

糖
尿
病
と
疑
わ
れ
る
予
備
軍
と
な

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
糖
尿
病
を
予
防
す
る
に
は
、
運

動
と
食
事
療
法
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
ず
、
自
分
は
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
る
方
か
ら
二
次
検
診
を
受
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

異常なし
84％

要指導
9％

要医療
2％

継続医療
5％

住民検診�
血糖値結果

糖尿病二次検診での
血糖値判定

異常なし
54％

境界型
（低値）
14％

境界型
（高値）
23％

要医療
9％

”基
本
検
診
で
正
常
と
の
結
果
の

　
　
　
裏
側
に
ひ
そ
む
糖
尿
病
の
か
げ

“

”糖
尿
病
の
進
行
は

　
　
　
　
　
や
が
て
脳
卒
中
へ

“

糖
尿
病
二
次
検
診
の
結
果
レ
ポ
ー
ト
か
ら
①

―
住
民
基
本
検
診
の
受
診
者
―

　
江
尾
診
療
所
で
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
鳥
取
大
学
医
学
部
と
連
携
し
て
、

糖
尿
病
外
来
を
設
け
ま
し
た
。

　
当
初
、
約
三
十
人
の
み
な
さ
ん
が
治
療
を
続
け
、
現
在
、
着
実
な
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
に
は
、
住
民
基
本
検
診
の
受
診
者
を
対
象
に
、
さ
ら
に
詳
細

な
取
り
組
み
を
行
い
、
新
た
に
糖
尿
病
予
備
軍
の
方
が
多
く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
ぼ
正
常
値
の
二
百
二
十
一
人
の�

受
診
者
の
う
ち
半
数
近
く
に
異
常
発
見
!!

ほ
ぼ
正
常
値
の
二
百
二
十
一
人
の�

受
診
者
の
う
ち
半
数
近
く
に
異
常
発
見
!!
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昨
年
八
月
二
十
日
に
着
工
し
た
、

介
護
老
人
保
健
施
設
あ
や
め
新
築

工
事
の
本
体
工
事
は
、
四
月
十
日

に
す
べ
て
の
検
査
が
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

　
工
事
と
し
て
は
、
現
在
行
っ
て

い
る
外
構
工
事
の
み
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
日

野
病
院
組
合
に
お
い
て
、
開
所
に

向
け
て
、
職
員
研
修
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
は
、
六
月
二
日
に

竣
工
式
を
行
い
、
六
月
三
日
か
ら

七
日
ま
で
見
学
会
を
行
う
予
定
で

す
。

　
入
所
な
ど
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
こ
ろ
に
電
話
で
相
談
く
だ

さ
い
。

　
高
齢
者
の
安
心
の
拠
点
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

電
話
番
号
　
七
五
―
三
二
三
〇

　
　
　
　
　
七
五
―
三
二
三
一

６月８日開所決定　介護老人保健施設“あやめ”６月８日開所決定　介護老人保健施設“あやめ”

高齢者の安心のやかた  まもなく完成高齢者の安心のやかた  まもなく完成

献血種別

成分献血 全血献血

血小板成分献血 ２００ｍｌ血しょう成分献血 ４００ｍｌ

１８歳～６９歳 １８歳～６９歳１８歳～５４歳 １８歳～６９歳年　　齢

体　　重
男性　４５㎏以上

女性　４０㎏以上

男性　４５㎏以上

女性　４０㎏以上

男性　４５㎏以上

女性　４０㎏以上

男性　５０㎏以上

女性　５０㎏以上

○日時　５月30日　９時から16時まで（12時から13時を除く）
○場所　総合健康福祉センター
○献血できる方

○必要なもの　・献血手帳（献血経験のある方）
　　　　　　　・本人確認ができるもの（運転免許証など）

ご協力いただける方は、５月24日までに、福祉保健課（75－6111）へ連絡ください。

５月30日
江府町に献血車がきます献血（成分・全血）にご協力を献血（成分・全血）にご協力を献血（成分・全血）にご協力を
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三
年
Ａ
組
　
亀
　
田
　
真
　
代

　
修
学
旅
行
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
に
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
の
最
高
の
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
一
生

に
一
度
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
は
初
め
て
で
は
な
い
け
れ
ど
、
何
度

行
っ
て
も
全
く
わ
か
ら
な
い
し
覚
え
ら
れ
な
い
街
で
す
。
私
の
印
象

に
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
東
京
の
人
の
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
こ

と
で
す
。
何
を
急
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
二

日
目
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。
ど
こ
に
行
く

に
も
歩
い
て
本
当
に
疲
れ
ま
し
た
が
原
宿
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
竹
下
通
り
の
お
店
を
み
ん
な
で
巡
っ
て
、
一
個
の
ク
レ
ー
プ
を

四
人
で
食
べ
て
な
ん
だ
か
幸
せ
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
帰
り
の
電
車

が
快
速
で
浦
安
ま
で
行
っ
て
し
ま
い
焦
り
ま
し
た
が
、
今
に
し
て
思

え
ば
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
江
尾
で
起
こ
っ
た
ら
す

ご
く
焦
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｔ
Ｄ
Ｌ
の
絶
叫
系
の
乗
り
物
は
好
き

で
は
な
い
け
れ
ど
集
合
三
十
分
前
に
吹
奏
楽
部
六
人
で
乗
っ
た
ス
プ

ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ
ン
テ
ン
は
本
当
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
充
実
し
た
三

日
間
で
し
た
。
東
京
は
人
が
多
く
不
安
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
で
も
い
つ
か
ま
た
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
Ｂ
組
　
高
　
津
　
宏
　
史

　
僕
は
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
財
布
を
無
く
し
た
。
か
な
り
貴

重
な
体
験
を
し
た
と
思
う
。
そ
れ
を
除
け
ば
面
白
か
っ
た
し
、
み
ん

な
と
今
ま
で
以
上
に
仲
良
く
な
れ
た
気
が
す
る
。
飛
行
機
に
も
生
ま

れ
て
初
め
て
乗
っ
た
。
こ
ん
な
に
も
機
体
が
ゆ
れ
る
と
は
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
の
で
、ち
ょ
っ
と
不
安
に
な
っ
た
。Ａ
Ｎ
Ａ
の
機
体
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
も
行
っ
た
。
こ
こ
は
た
ぶ
ん
僕
の
「
人
生
」

の
中
で
最
初
で
最
後
の
見
学
だ
と
思
う
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
は
い
つ
も

一
時
間
か
ら
二
時
間
待
ち
の
所
が
三
分
と
か
五
分
待
っ
た
だ
け
で
乗

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
何
回
も
乗
れ
た
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

も
う
一
回
、
こ
の
み
ん
な
で
行
き
た
い
。
こ
の
修
学
旅
行
で
学
ん
だ

多
く
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

江
府
中
学
校
、
四
月
十
二
日
か
ら�

　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
、
東
京
方
面
へ

江
府
中
学
校
、
四
月
十
二
日
か
ら�

　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
、
東
京
方
面
へ

小
学
校
連
合
、
四
月
二
十
日
か
ら�

　
　
　
　
　
　
　
二
十
一
日
、
広
島
方
面
へ

小
学
校
連
合
、
四
月
二
十
日
か
ら�

　
　
　
　
　
　
　
二
十
一
日
、
広
島
方
面
へ

行ってきま行ってきま行ってきま

　江府町連合小学校修学旅行団は、４月２０日から２１日の期間、広島から宮島方面に出かけてきました。

　一日目は、お昼頃広島到着、原爆ドームを目前にバスを降りました。被爆体験をされた語り部さんから原

爆が投下されたときの様子、周りの様子、ご自分の被爆による負傷の様子などを聞きました。子どもたちは

メモを取りながら真剣にお話を聴いていました。その中で、命の大切さや、苦しいことがあっても自分で克

服していくことの大切さ、そして平和への祈り等、子どもたちのこれからの生き方も教えていただいたと思

います。そのあと、みんなで折った千羽鶴を平和への祈りをこめて「原爆の子の像」へ手向けました。また

原爆慰霊碑の前で黙とう、平和記念資料館では映像や遺品模型等を見学し、原爆のおそろしさ、悲惨さを目

のあたりにしました。そして一路、宮島へ。途中の情報では突風のため２時間ほど船が出なかったそうです

が、運よく風も弱まり、無事宮島港に到着することができました。世界遺産の厳島神社に参拝、宮島水族館

を巡り、干潮時を迎えた朱塗りの大鳥居の下まで行き、その大きさに感動した様子でした。

　二日目は、波の静かな宮島港を出発し、倉敷のチボリ公園へと向かいました。ジェットコースター、急流

下り、ロイヤルティーカップ、おばけやしき等に人気があったようですが、子どもたちは思いきり遊んだり

買い物をしたりして満足そうでした。二日間ともとても寒い日でしたが雨にあうこともなく、みんな元気で

全行程を無事に終えることができました。この間のさまざまな見学や体験を、今後に生かしてほしいと思い

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　：　団長　明倫小学校長　須田ひろ子）

おもいでおもいでおもいで

かばんにおみやげ、心に思い
出つめこんで！

かばんにおみやげ、心に思い
出つめこんで！

かばんにおみやげ、心に思い
出つめこんで！

した修学旅行した修学旅行した修学旅行
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四
月
二
日
、
新
道
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会
（
石

原
忠
哉
会
長
）
は
、
地
域
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
白
寿
会
は
、
結
成
約
三
十
年
に
な
り
、
清
掃

活
動
は
、
今
年
で
二
十
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
会
員
も
少
な
く
、
年
間
で
五
回
の

奉
仕
社
業
で
し
た
。

　
今
で
は
、
会
員
も
二
十
一
名
に
増
え
、
四
月

か
ら
十
月
ま
で
の
間
、
月
一
回
の
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
清
掃
す
る
場
所
は
、
武
庫
駅
付
近
や
バ
ス
停

な
ど
、
み
な
さ
ん
が
使
わ
れ
る
場
所
を
重
点
に

作
業
を
さ
れ
ま
す
。

新
道
老
人
ク
ラ
ブ�

　
　
　
　
白
寿
会
奉
仕
作
業

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
五
月
四
日
、
特

産
物
直
売
所
「
み
ち
く
さ
」
（
佐
川
地
内
）
で

開
設
四
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
ヨ
モ
ギ
餅
の
サ
ー
ビ
ス
や
「
南
大

山
十
七
太
鼓
」
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
店
頭
に
は
、
新
鮮
野
菜
の
ほ
か
葉
わ
さ
び
、

タ
ケ
ノ
コ
、
た
ら
の
芽
な
ど
の
山
菜
も
な
ら
び
、

調
理
方
法
に
つ
い
て
楽
し
い
や
り
取
り
が
交
わ

さ
れ
る
な
ど
、
楽
し
く
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

浜
本
組
　
日
野
郡
で
初

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
に
認
定
〜

み
ち
く
さ
開
設
四
周
年�

　
　
　  

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
有
限
会
社
浜
本
組(

浜
本
伸
介
代
表
取
締
役)

は
、
三
月
二
十
二
日
付
で
、
鳥
取
県
男
女
共
同

参
画
推
進
企
業
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
十
七
の
企
業
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
野
郡
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
に

認
定
さ
れ
た
企
業
は
な
く
、
初
と
な
り
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
る
に
は
、
男
女
が
と
も
に
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
行
な
っ

て
い
る
、
ま
た
は
、
今
後
具
体
的
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
浜
本
社
長
は
、
「
三
年
前
よ
り
男
女
共
同
参

画
の
取
り
組
み
は
、
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
の
看
護
休
暇
制
度
は
、
県
の
助
成
金
な
ど

を
活
用
し
制
度
化
し
、
ま
た
男
性
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
社
内
報
な
ど
で
啓
発
を
行
い
、
社
内

の
理
解
を
得
ら
れ
、
実
際
に
男
性
も
取
得
し
て

い
る
状
況
で
す
。

認
定
に
あ
た
っ
て

は
、
「
子
ど
も
の

看
護
休
暇
」
の
取

得
を
、
会
社
と
し

て
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
点
が
評
価

さ
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

8



　
四
月
二
十
八
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
江
府
町
の
最

高
学
府
「
明
徳
学
園
」
の
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
明
徳
学
園
で
は
、
学
園
憲
章
と

し
て
『
わ
た
く
し
た
ち
は
ま
ず
、

健
康
を
守
り
ま
す
』
、
『
わ
た
く

し
た
ち
は
年
老
い
て
も
、
い
つ
ま

で
も
学
習
を
続
け
ま
す
』
、
『
わ

た
く
し
た
ち
は
長
か
っ
た
経
験
を

生
か
し
、
家
庭
や
社
会
に
役
立
つ

よ
う
つ
と
め
ま
す
』
の
三
つ
を
掲

げ
、
意
欲
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
入
学
者
数
は
、
新
入

学
の
十
九
名
を
含
む
普
通
科
四
十

四
名
、
高
等
科
五
十
名
、
研
究
科

四
十
八
名
の
百
四
十
二
名
で
、
社

会
・
文
化
・
時
事
な
ど
の
問
題
を

学
ぶ
一
般
教
養
と
十
一
の
専
門
課

程
に
在
籍
し
、
一
年
間
の
学
習
を

積
ん
で
い
き
ま
す
。

明徳学園入学式明徳学園入学式明徳学園入学式

平成18年度

新たに19名が入学、�
　学びの道のスタートラインに

日　時：５月20日（土）・21日（日）

　　　　午前10時から午後４時

場　所：西伯郡大山町　大山寺阿弥陀堂

内　容：木造阿弥陀如来像及び両脇侍像

　　　　　　　　　　　（ライトアップ）

拝観料：無　料

主　催：宗教法人　大山寺

後　援：大山町教育委員会

　　　　鳥取県教育委員会

●拝観には、下山駐車場・南光河原駐車場・�

　博労座駐車場をご利用ください。

出かけて
みません

か？
出かけて

みません
か？

重要文化財が�
　　一般公開されます

　
明
徳
学
園
歌

　
　
　
　
　
作
詩
：
野
田
　
茂

　
　
　
　
　
作
曲
：
寺
岡
利
雄

一
　
間
近
に
仰
ぐ
大
山
や

　
　
歴
史
を
秘
め
し
　
城
跡
に

　
　
健
康
ま
も
り
　
と
も
が
ら
と

　
　
集
う
よ
ろ
こ
び
　
明
徳
学
園

二
　
流
れ
清
ら
な
日
野
川
や

　
　
恵
み
豊
か
な
　
わ
が
郷
土

　
　
生
き
が
い
求
め
　
と
も
が
ら
と

　
　
語
る
し
あ
わ
せ
　
明
徳
学
園

．．

すばらしい『校歌』があるんです！
入学式や修了式はもちろん、毎月の開講日の朝礼で必ず歌ってい

ます。覚えやすい歌詞と優しく力強いメロディーのこの『校歌』

には、歌うとからだの底から元気がわきでるような不思議な力が

あります。

9



10

　４月29日、八頭郡八頭町の船岡竹林公園で、「育てよう未

来に続く希望の樹」をテーマに、第５２回鳥取県植樹祭が開か

れました。

　会場となった船岡竹林公園は、約1,000人の人たちでにぎわ

いました。

　式典では、江府中学校をふくむ４団体が、鳥取県緑化功労者

として表彰されました。

　江府中学校は、平成13年に鏡ヶ成の原野にブナの苗木を

300本植えて以来、先輩から後輩へ受け継がれ、下刈りなどの

保育作業を続けています。

　表彰式には、谷口宗一郎さん（３年生）と増原寛子先生が出席して、表彰状と記念品を受け取りました。

　式典のあと、来賓や参加者で植樹をし、また、特産品の販売など、いろいろなイベントが行われ、楽しい

一日でした。

式典あいさつの藤井副知事

緑化功労者表彰を受ける谷口さん（江府中） 参加者もみんなで植樹をしました

江府中学校鳥取県緑化功労者表彰受ける

～第52回鳥取県植樹祭～

ご存知です
か？ご存知です
か？ 江府町イノシシ等�

　　　被害防止対策事業
江府町イノシシ等�
　　　被害防止対策事業
江府町イノシシ等�
　　　被害防止対策事業

　イノシシなどの、鳥獣被害を防止することを目的として設置するトタン（支柱は対象外）、防護網、電�

気牧柵の経費に対して助成制度があります。

　申請手続きについては、平成１７年度から個人または、団体の申請となっています。

　このため、申請書、請求書、実績報告書が必要になります。

　用紙は、役場農林課または、鳥取西部農業協同組合江府支所（生産資材庫）にあります。

＊注意：トタン、防護網、電気牧柵などの新設に限ります

　　　：平成18年度からバッテリーだけの購入・交換は補助対象になりません。

　　　：消費税は対象になりません。

補 助 率

補助申請の締切

実 績 報 告

８月31日まで　（見積書の添付が必要）

添付資料として、設置現場の写真が必ず必要です。

（写真がないと補助金が受けられません）

個人の場合　　　２／３　　　共同設置の場合　５／６

＊なるべく、共同での防護網や電気柵の設置をお願いします



　
四
月
二
十
二
日
、

せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
お

い
て
江
府
町
春
季
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
、

四
十
人
の
参
加
者
が

技
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
か

ら
冷
え
込
み
、
今
に

も
雨
が
降
り
出
し
そ

う
な
曇
り
空
で
し
た

が
、
試
合
が
進
む
に

つ
れ
、
厚
い
雲
の
間

か
ら
青
空
が
顔
を
の

ぞ
か
せ
、
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
に

も
一
層
力
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

【
第
一
位
】

　
谷
　
口
　
都
　
子
（
本
町
一
）

【
第
二
位
】

　
景
　
山
　
幸
　
夫
（
宮
　
市
）

【
第
三
位
】

　
板
　
垣
　
孝
　
子
（
新
町
二
）

�

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
鳥
取

県
（
旧
・
泊
村
）
で
生
ま
れ
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
団
体
競
技
も
あ
り
ま
す
が
、
個

人
で
気
軽
に
楽
し
め
る
と
こ
ろ
か

ら
、
近
年
、
全
国
的
に
愛
好
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
体
力
づ
く
り
に
、
仲
間
づ
く
り

に
、
あ
な
た
も
自
然
の
中
の
コ
ー

ス
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

アウトドア・スポーツシーズン到来!アウトドア・スポーツシーズン到来!

第13回江府町春季グラウンド・ゴルフ大会第13回江府町春季グラウンド・ゴルフ大会

　
ハ
ロ
ー
　
エ
ブ
リ
ワ
ン
！

　
あ
っ
と
い
う
間
に
サ
ク
ラ
が
咲

い
て
、
そ
し
て
散
っ
て
い
っ
た
よ

う
な
四
月
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
し
た

で
し
ょ
う
か
？
　
お
花
見
は
さ
れ

ま
し
た
か
？

　
さ
て
、
先
月
は
お
休
み
を
し
ま

し
た
「
マ
ー
カ
ス
だ
い
あ
り
い
」

で
す
が
、
今
回
は
『
英
語
を
学
ぶ

た
め
の
秘
訣
』
に
つ
い
て
、
マ
ー

カ
ス
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
英
語
に
限
ら
ず
何
事
に
お
い
て

も
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
心

に
と
め
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

※語学のもと、単語を覚えるための良い方法かもしれませんね。　次回来月号へつづきます。

TIPS FOR STUDING ENGLISH（英語勉強の秘訣）

  I hope these suggestions help you improve your English study. 

（わたしは、みなさんの英語の勉強の進歩のために、提案をします。）

 １．Study a little bit every day.　 This is the most important tip for studing a foreigh language.

　（少しでも、わずかな時間でも毎日勉強を！）（これこそが外国語を勉強するうえで、最も大切なことです。）

And learn by repetition. If you only study once a week, you will soon forget most of what you learned.

（そして、繰り返すこと。）（もし、1週間に1度だけなら学んだことのほとんどを、忘れてしまうでしょう。）

But if you study a short time - maybe 30 minutes - every day, you will slowly start to remember it. 

（しかし、短い時間、30分間くらい毎日勉強すれば、徐々に思い出し始めるでしょう。）

２． Study many different ways. 　Some people learn best by seeing. Others people learn best by �

　　 writing. Others learn best by hearing. Please try all three. To study Japanese, I like to read new words

　　 in a textbook, write them on a flash card with the Japanese meaning on one side and the English on the �

　　 other, and say them out loud.   

（たくさんの異なった方法で学べ！）（ある人は見ることをいちばんに学び、ある人は書くことをいちばんに学び、あ�

る人は聞くことをいちばんに学んでいる。　ぜひ、３つのことに挑戦してみてください。日本語を勉強するときにわた�

しは、テキストにある新しい言葉を読むのが好きです。そしてそれらを一方は、日本語の意味を、もう一方は英語でカ�

ードに書いています。そして大声でその言葉をいいます。）

〜
英
語
を
学
ぶ
た
め
の
秘
訣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一
〜

マ
ー
カ
ス
　
だ
い
あ
り
い
⑧

マ
ー
カ
ス
　
だ
い
あ
り
い
⑧
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５月27日、総合グラウンドで日野郡大会！みなさんのご声援をお願いします。

一緒に野球しよう！
　チロルジュニア江府では、新しい仲間を募集しています。江府町内の小学
生なら誰でもいつでも加入できます。バットやグローブを使ったことがなく
ても、ルールを知らなくても大丈夫！「やってみようかな」という気持ちが
一番です。まずは練習をのぞいてみては？
　●練習時間：平日は週３回程度　17:30～　土日祝日は、半日又は1日
　●場　　所：運動公園総合グラウンド　●会　　費：毎月2,000円

　「こんにちはあ！」。少し肌寒さの残る夕暮れのグラウンドに、元気なあいさつが響きます。チロルジュ

ニア江府には野球が大好きな小学生２０人が加入し、川端一美監督のもとで日々、心身を鍛えています。

　新年度になり、新しい部員も増えた今は、５月２７日から地元江府町で開催される日野郡大会での１勝を

目指し、監督・選手・保護者が、チーム一丸となってがんばっています。

チロルジュニア江府スポーツ少年団チロルジュニア江府スポーツ少年団チロルジュニア江府スポーツ少年団
こんにちは、スポ少です①



人権擁護委員制度をご存知ですか人権擁護委員制度をご存知ですか

人権擁護委員制度は、地域住民の中にあって

国民の基本的人権を擁護する機関として設けられた制度です。

と定め、積極的な啓発活動を展開しています。

　人権は、人間が幸福な人生を送るうえで、もっとも大切な権利です。自分だけでなく、すべての人の

人権が尊重されなければなりません。人びとがお互いに、人権を守ることによって、明るい社会をつく

ることが、私たちの願いです。

　昭和２４年６月１日に人権擁護委員法が施行されたことを記念して、毎年６月１日は「人権擁護委員

の日」と定められました。

�

　近年の状況を見ると、同和問題をはじめ、女性、子ども、高齢者、障害のある人、アイヌの人びと、

外国人、ＨＩＶ感染者、ハンセン病元患者、刑を終えて出所した人の問題、さらには、高度情報化社会

を反映しインターネットを利用した差別事象や、プライバシーの侵害の問題などが発生し、人権問題は

多様化しつつあります。

　こうした中、普段から家庭、学校、職場、地域社会など、様ざまな場面で、人権とは何かということ

を、一人ひとりが考え、人権尊重の意識を高めることが強く求められています。

　そこで、法務省と全国人権擁護委員連合会では、今年度の啓発活動重点目標を

育てよう一人ひとりの人権意識

－思いやりの心・かけがえのない命を大切に－

人
権
擁
護
委
員
に

　
藤
原
敏
江
さ
ん
（
俣
野
）

　
藤
堂
裕
基
さ
ん
（
佐
川
）
再
任

�

　
四
月
十
一
日
、
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
は
、
鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局
長

か
ら
藤
原
さ
ん
、
藤
堂
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
任
期
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
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◎小説・エッセイ

★秀吉の枷　上・下　　　　　　　　（加藤　　廣）　　●終末のフール　　　　（伊坂幸太郎）

●魔女の笑窪　　　　　　　　　　　（大沢　在昌）　　●深淵のガランス　　　（北森　　鴻）

●弥勒の月　　　　　　　　　　　　（あさのあつこ）　●シムソンズ　　　　　（森谷　　雄）

●ストロベリーナイト　　　　　　　（誉田　哲也）　　●エンド・ゲーム　常野物語　（恩田　　陸）

●“It”と呼ばれた子　　少年期・完結編　　（デイヴ・ペルザー）

●この国のけじめ　　　　　　　　　（藤原　正彦）　　★まっすぐに。　　　　（青木あざみ）

●笑う顔には福来る　　　　　　　　（藤井　輝明）　　●こんな夫婦にだれがした？　（綾小路きみまろ）

�

○そのほか

●巨人軍論―組織とは、人間とは、伝統とは　（野村　克也）　●ウェブ進化論　（梅田　望夫）

●子育てハッピーアドバイス（明橋　大二）　●｢とみのなる木の育て方｣(ジャスティン・フォード）

●かけがえのない父母へ「親孝行の賛歌」作品集より　　（長野県長谷村教育委員会）

●ハンセン病をどう教えるか　　　（『ハンセン病をどう教えるか』編集委員会編）

●「一豊の妻」が教えてくれた幸せな生き方『功名が辻』に学ぶ“育てあう夫婦”（大原　敬子）

★今月の休館日は、５月25日（木曜日）です★

５月の本棚

　 新着図書 　

今月のおすすめ！

「『覇王』を地獄へと導く手立ては…」軍師・

竹中半兵衛が最期に残した恐るべき言葉。＜

ある使命＞の成就を目論む秀吉は、天下獲り

に手段を選ばない。その機知が後に自身を絶

望の淵へ陥れると知らぬまま･･･。

★秀吉の枷　上・下　　加藤　　廣

母親代わりの少女が真の母となる――。

大家族・青木家の長女、波乱万丈の全半生！「出

生の秘密」「児童養護施設での生活」「相手

の男性」今まで明かさなかったホントの私、

17歳のリアル。

★まっすぐに。　　青木あざみ

酒とタバコがなぜ悪い!?

「悪いことくらいわかっているけど…」

 なかなかやめられないものです。5/22

～5/28は肝臓週間。5/31～6/6は禁煙

　週間。そこで今回は酒とタバコに関�

　する本を集めてみました。あらためて�

　　「健康」であることの大切さを

　　　　考えてみませんか？

5/22から展示こーなーで

14



春 の 行 政 相 談 週 間

○行政相談所開設日時等

　毎月第２水曜日（予定）９時から12時

　　　　　　　　　　　　（電話75－3110）

○開設場所　江府町役場

○相 談 員　藤原敏江さん

このような場合、相談ください。

　国の仕事などについて

　　・苦情がある、困っていることがある

　　・こうしてほしい

　　・苦情を申し出たが説明や措置などに納得がいかない

　　・苦情や困っていることなどについて、どこに相談

　　　してよいか分からない

　　・手続・サービスなどの制度や仕組みが分からない

また、行政に対する苦情、意見、要望などは、このほか

鳥取行政評価事務所で、随時受け付けています。

電　話　　　　　　0857－24－5542

ファックス　　　　0857－24－5942

行政苦情110番　　0570－090110

5月はさわやか行政サービス推進月間
　－親切で真心のこもった行政を目指して、みなさんの

声を聞きながら行政サービスの改善を進めます－

　政府では、「さわやか行政サービス運動」を行ってい

ます。

　この運動は、国の行政機関、特殊法人のほか、地方公

共団体にも協力を求めて、窓口や公共施設（郵便局、道

路など）における行政サービスについて、住民のみなさ

んの声を聞きながら点検し、改善を進めるものです。

　政府は、この運動を積極的に推進するため、毎年５月

を「さわやか行政サービス推進月間」としています。

　月間中、行政サービスの総点検やみなさんからの意見、

要望の受付など、さまざまな活動を行います。

意見、要望は

　鳥取行政評価事務所　

　電話　0857－24－5541

受　講　生　募　集
○申込み期間　７月31日まで
○場　　所　介護老人保健施設おしどり荘
○開講期間　８月１日から10月31日の間
○受 講 料　60,000円（教育訓練給付制度対象講座）
○申込み・問合せ先
　日野町根雨909の１　おしどり荘
　電話　72－0410

税務職員募集
○受験資格　昭和61年４月２日から
　　　　　　平成元年４月１日生まれのもの
○申込期間　６月20日から27日まで
　　　　　　（27日までの通信日付印有効）
○申 込 先　受験しようとする第一次試験地を担
　　　　　　当する人事院各地方事務局
○問合せ先等　
　〒730－8521　広島市中区上八丁堀6－30
　広島国税局総務部人事第二課試験研修係
　（電話　082－221－9211）
　　または、近くの税務署総務課へ

ひきこもり等心の相談の案内
　ひきこもりで悩んでいるあなたや、家族はいま
せんか。あなたや家族の心は元気ですか。一人で
悩んでいるよりも、できるだけ早めにだれかに話
してみることも、解決のきっかけになるものです。
そんな時、「ひきこもり等心の相談」を利用して
みてはいかがでしょうか。専門の精神科医が、相
談にのります。秘密は厳守しますので安心してお
出かけください。
※予約制です。相談の前々日までに「心と女性の
　相談室」の職員との面接が必要です。
※相談は無料です。
○日 に ち
　5月18日／6月8日／7月13日／8月10日�
　9月14日／10月12日／11月9日／12月14日
　1月11日／2月8日／3月8日
○場　　所　米子市東福原1－1－45
　　　　　　県西部総合事務所福祉保健局
○時　　間　14時から16時
○問合せ先　県西部総合事務所福祉保健局
　　　　　　障害者支援課　心と女性の相談室
　　　　　　電話　0859－38－2250

ホームヘルパー養成講座（２級課程）

５月22日から28日は

～行政相談委員は身近な相談相手です～
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日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1�

2

3

4

5

6�

7

8

9

10

11

じゃりんこくらぶ

赤ちゃん健診

フラワーアレンジメント教室

乳児ＢＣＧ接種

カントリードール教室

江府体験塾

俣野地区町民運動会

韓国語教室

じゃりんこくらぶ

狂犬病予防注射（補足）

英会話教室

水彩画教室

油絵教室

職域ソフトテニス

子宮・乳・甲状腺がん検診

職域ソフトテニス

いけばな教室

たのしい写真教室

子供の国保育園

総合健康福祉センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

防災情報センター

市民農園カサラファーム

俣野小学校

防災情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

防災情報センター

防災情報センター

防災情報センター

町民テニスコート

日野病院

町民テニスコート

防災情報センター

防災情報センター

10：00～11：30

13：00～13：30

14：00～14：30

15：00～15：30

19：00～21：00

13：00～

13：30～14：30

10：00～11：30

13：20～13：40

19：00～20：00

13：30～15：30

13：30～15：30

18：00～

12：30～13：30

18：00～

19：00～20：30

10：00～12：00

木�

金

土

日

月

火�

水

木

金

土

日

●広域隣保活動の教室参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。

行 あ こ事 れ れ
5月 都合により、日程が変更される場合があります。

16

江府町人権同和問題啓発標語

明倫小学校５年　細　田　誉　将　ぼくの敵　それは差別だ　たちむかえ�
江尾小学校４年　八　槇　優　奈　ひとりでも　勇気をだして　いじめをなくそう

学年は応募があった平成17年度時点で掲載しています。

賃 金 就業時間年齢所 在 地求人事業所名 職 種

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

5月分
求 人 募 集

介護職員（デイサービス）

生命保険、損害保険の販売 20～50

126,000～134,400

8:30～17:30�
16:30～9:30

8:30～17:30

120,000 9:00～17:00

不問

126,000～129,360介護職員 不問社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久連7

社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久連7

日本生命相互会社日野支所 佐川1028-1

6月
日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1�

2

3

4

5

6�

7

8

9

10

11

じゃりんこくらぶ

赤ちゃん健診

フラワーアレンジメント教室

乳児ＢＣＧ接種

カントリードール教室

江府体験塾

俣野地区町民運動会

韓国語教室

じゃりんこくらぶ

狂犬病予防注射（補足）

英会話教室

水彩画教室

油絵教室

職域ソフトテニス

子宮・乳・甲状腺がん検診

職域ソフトテニス

いけばな教室

たのしい写真教室

子供の国保育園

総合健康福祉センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

防災情報センター

市民農園カサラファーム

俣野小学校

防災情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

防災情報センター

防災情報センター

防災情報センター

町民テニスコート

日野病院

町民テニスコート

防災情報センター

防災情報センター

10：00～11：30

13：00～13：30

14：00～14：30

15：00～15：30

19：00～21：00

13：00～

13：30～14：30

10：00～11：30

13：20～13：40

19：00～20：00

13：30～15：30

13：30～15：30

18：00～

12：30～13：30

18：00～

19：00～20：30

10：00～12：00

木�

金

土

日

月

火�

水

木

金

土

日

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間
�

15

16�

17

�

18

19

20

21

22

23�

24

�

25

26

27

28

29

30�

31

韓国語教室

墨彩画教室

エアロビクス教室

韓国料理教室

カントリードール教室

英会話教室

明徳学園

じゃりんこくらぶ

補聴器修理相談会（トーシン）

職域・グループソフトボール大会(23日～）

陶芸教室

のびのびストレッチと健康づくり

韓国語教室

補聴器修理相談会（中国）

押し花教室

英会話教室

犬・ねこ引取日

じゃりんこくらぶ

ステンドグラス教室

パッチワーク教室

日本舞踊教室

和紙折紙教室

米沢・明倫地区町民運動会

韓国語教室

成分・全血献血

農地相談会

英会話教室

防災情報センター

防災情報センター

防災情報センター

加工施設

防災情報センター

防災情報センター

防災情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

町民総合グランド

高齢者創作館

防災情報センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

防災情報センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

子供の国保育園

防災情報センター

防災情報センター

防災情報センター

防災情報センター

米沢・明倫小学校

防災情報センター

総合健康福祉センター

役場

防災情報センター

13：30～14：30

13：30～15：30

19：00～20：00

11：00～13：00

16：00～18：00

19：00～20：00

9：30～

10：00～11：30

13：30～15：00

18：30～

13：00～16：00

19：00～20：00

13：30～14：30

9：30～11：30

13：30～

19：00～20：00

8：30～9：00

10：00～11：30

13：30～15：30

13：30～15：30

19：00～20：30

10：00～12：00

13：00～

13：30～14：30

9：00～16：00

13：30～16：00

19：00～20：00
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月

火�

水

�
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金
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日

月

火�

水
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金
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日

月
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水



交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　　729日　（５月１日現在）

火災ゼロ継続日数

　　　　　139日　（5月1日現在）

火　　災

◎お誕生おめでとう

(住　所）　（氏　 名）　（性別）（保護者）

久　連　大岩　未来　 女　　  俊輔

久　連　大岩　美音　 女　　  俊輔

佐　川　森田　真央　 女　　  優二�

◎ごめい福を祈ります

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）

助　澤　下前　美憲　95歳　　譽文

久　連　生田　　一　80歳　　本人

俣　野　宮本　林市　83歳　　本人

人の動き 4月届
（敬称略）

ご　寄　付

17

　毎年誕生月の月初めに社会保険

業務センターから現況届の用紙（は

がき）が送付されます。

　必要事項を記入の上、誕生月の

末日までに投函してください。

　もし紛失された場合には、役場に

用紙がありますのでご連絡ください。

　　　　　役場町民課（　75－3223）

現況届を提出しないと、
年金の支給が一時ストップします。

必ず提出しましょう。納付期限

5月分�
平成18年6月30日まで

　社会保険事務所から送られて

いる納付書を添えて金融機関で

お支払いください。

　なお、口座振替の方は、上記

期限が振替日です。

　日野総合事務所では日野郡住民の皆さん
方の声を施策に反映させていくため、皆さんが
地域や職場、家庭で気づかれた県の行政につ
いての意見・提言・アイデア・要望・苦情などを
募集しています。�
　皆さんから寄せられた声は、日野総合事務
所から本庁へ伝えますので、是非ご意見をお
聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ　0859－72－2072
メールアドレス　h-kenminkyoku@pref.tottori.jp

　　　　　日野総合事務所県民局県民課�
　　　　　　　　電話：0859－72－2083

「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。

（４月分）敬称略

◎見舞い返しとして�

　　荒　田　小瀧　裕美　本人退院�

　　本　五　川端　初男　本人退院�

　　池の内　藤原　榮子　本人退院

　　尾之上原　中尾　倫子　本人退院

◎香典返しとして

　　池の内　西田　豊子　父豊忠死去

　　下蚊屋　各務　英明　父亀市死去

　　助　沢　下前　譽文　父美憲死去

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

江府町特産物直売所

「みちくさ」からのお知らせです

みちくさがもっと�
　　　  便利になります！
みちくさがもっと�

　　　  便利になります！
みちくさがもっと�

　　　  便利になります！

定休日の変更について定休日の変更について

あいきょう江尾店内に「みちくさ」�
　　　　　　　　　　　　コーナー開設
あいきょう江尾店内に「みちくさ」�
　　　　　　　　　　　　コーナー開設

「みちくさ」では、お客様からの要望にこたえ５月から

定休日を次のとおり変更しました。

　　　　　　　　　　　　　記

変更前定休日　　　　毎週　月・木曜日

変更後定休日　　　　毎週　月曜日

　　　　　　　　　（祝祭日の場合は営業いたします）

５月９日（火）から「あいきょう江尾店」内に「みちくさ�

コーナー」がオープンしました。

町内で採れた新鮮野菜を中心に取扱を開始しましたのでみ

なさんのご利用をお待ちしています。

問い合せ先　佐川「みちくさ」電話75－2032

笑顔がある　出会いがある　夢がある

みちくさ会員募集中！



　子育て支援センター「じゃりんこくらぶ」は、保育園にまだ通ってい

ない親子の交流の場です。一緒に遊んだり、お話ししたりして楽しく子

育てをしましょう。子育て中の方なら、どなたでも、いつからでも参加

できます。

　今年から、ふれあいデーを毎週木曜に行います。ふれあいデーでは、

ひよこ教室（２回）、保育園の給食試食会などを予定しています。

　また、保育園内にじゃりんこくらぶ専用の部屋もできましたので、気

軽に出かけてください。

子育て支援センター

からのお知らせ

子育て支援センター

からのお知らせ

くわしくは、子供の国保育園に問い合わせてください。
電　話　0859－75－2704　　FAX　0859－75－2860

じゃりんこくらぶじゃりんこくらぶじゃりんこくらぶ

ふれあいデー（ふれあい相談の日）

　保育園の保育室・園庭を開放します。普

段家で遊んでいるお友達どんどん遊びに来

てください。交流の輪も広がります。

絵本の貸し出し

　子どもたちの大好きな絵本や、お母さんの

本の貸し出しをしています。

（１回に２冊まで　最長１０日間）

もしもし相談（8：30～17：30）

　月曜日から金曜日の間、電話、ファクシミ

リでの相談を受け付けています。

気になることがありましたら、気軽に相談し

てください。

世帯数1,173世帯（＋１）　人口3,807人（＋１）　　男1,791人（－２）　女2,016人（＋３）（　）は前月比　4月末
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